
【取組内容】 ICT環境を基盤とする、自立した学習者の育成に向けた授業改善

京丹波町立和知中学校(京都府)【指定校】

様式Ⅰ-1

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

自分が選んだ徒然
草の段から兼行法
師の人間像を探究
する（国語）

教科書から情報を
整理し、「近代化
とは何か」を探究
する（社会）

計算技能の習得に
向けて、個別、協
働して取り組む
（数学）

本文の読解に向け
て、自分に合った
スタイルで取り組
む（英語）

各教科で単元内自由進度学習や探究をベース
に、生徒が自己調節しながら学べるように授
業改善を行った。単元を通して、見通しを
持ったり、学習計画を修正できるようにICT環
境を工夫した。その過程で授業の複線化が見
られた。アンケートの結果、生徒の学習に向
かう内発的な動機に関して変化があった。

生物の体のつくり
について細胞の観
察を行い探究する
（理科）

自分たちがたてた
計画に沿って柔道
を探究する（体
育）

項目（５件法のアンケート調査） １学期 ２学期

「知りたい」「分かりたい」「できるよ
うになりたい」と思っていることがある。

3.93 4.56



【取組内容】 自立した学習者の育成を支えるICT環境

京丹波町立和知中学校(京都府)【指定校】

様式Ⅰ-2

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

単元の見通しを持ったり、個々の学習計画を修正しながら学ぶことができるように、Teamsや
Excelを使い単元の手引き、計画表、振り返り、資料などを共有した。また、ノート用のファ
イルを共有しておき、いつでも他者参照できる環境を整えた。
振り返りでは、字数をカウントすることでアウトプットの量を意識できるように工夫をした。

各教科で作成した単元の手引き・振り返りシートの一例



【取組内容】 授業実践の交流を通して、情報活用能力の育成に関わる意識の共有

京丹波町立和知中学校(京都府)【指定校】

様式Ⅰ-3

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

本校では、まずはやってみて修正をしていく方法で実践を行ってきた。自立した学習者の育
成に向けて「個別最適な学び」を実践し交流する中で、学びを子どもに委ねるためには、情
報活用能力や自己調整能力の育成が必要であるという認識を教職員全体で共有することがで
きた。具体的な方法論のアップデートも必要であるが、授業観や生徒観といった「観」の
アップデートも合わせて学校全体で行っていく必要がある。

教科書の構造を教える

キーワードで構造化

考え方の明示的指導

整理・分析

資料作成の指導



【取組内容】 Teamsチャット・チャネル機能を活用した情報共有

京丹波町立和知中学校(京都府)【指定校】

様式Ⅰ-4

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

校内の情報共有をTeamsのチャットやチャネルを活用。些細なことでも情報を共有
することで、業務の効率化と伝達漏れの軽減を図った。
また、教職員が日頃からTeamsを活用し使い慣れることで、授業での活用へとス
ムーズにつなげることができた。

校務での活用 授業での活用



【取組内容】 PowerPointの共同編集を用いた授業研究記録

京丹波町立和知中学校(京都府)【指定校】

様式Ⅰ-5

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

校内の研究授業の記録を、PowerPointで事前に共有しておくこ
とで、事後研究会での入力を効率化し、授業の検討や各教科の
実践交流に時間を多く費やすことができた。
また、授業記録がアーカイブされていることで、年度内の授業
実践記録・報告などを改めて作成する必要がなく、業務の効率
化につながった。


